
 

 

～講評～ 

[1] 空間ベクトルの問題。P の位置決定をした後はメネラウスの定理など比を用いて解くのが良い。ここは落とせ

ない。 

[2] 確率漸化式の問題。複雑な設定に見えるが、順を追って確認していくとそこまで複雑でもない。P3 や P5 を出

す前に漸化式を解いてしまうのが良いだろう。最後の条件付き確率を取れたかどうかが合否の分かれ目になり

そう。 

[3] 対称式の問題。(3)ができれば(4)もできるので、(3)が解けたかどうかで大きく差がついただろう。 

 

[1]、[2]のア～エ、[3](1)(2)は落とせない。それ以外でどれだけ点をもぎ取れたかという勝負になっただろう。65%

は取りたい。 


